
－ 8－
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編
集
後
記

▼
今
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
少
し
は
涼
し
く

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
何
号
か
前
の
編
集
後

記
に
、「
地
球
温
暖
化
」
で
は
な
く
、「
沸
騰
化
」

と
い
う
言
葉
を
ご
紹
介
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
そ
の
言
葉
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い

ま
す
。
い
ま
、
来
週
の
天
気
予
報
を
見
て
い
た
ら
、

こ
の
一
週
間
、
ほ
と
ん
ど
全
国
が
35
度
以
上
の
猛

暑
日
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
も
う
亜
熱
帯

で
す
ね
。

▼
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
毎
日
寝
不
足
に
な

り
な
が
ら
、
応
援
し
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
う

ち
に
4
回
（
夏
２
回
、
冬
２
回
）
自
国
開
催
を
経

験
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
の
国
で
行
わ
れ
て
い
て

も
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
結
果
を
競
う
人
た
ち
を
応

援
す
る
こ
と
は
、
大
好
き
で
す
し
、
感
動
し
ま
す
。

時
代
の
流
れ
を
確
実
に
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

変
わ
ら
な
い
一
本
の
筋
、
み
た
い
な
も
の
を
再
認

識
で
き
る
機
会
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼
こ
の
会
報
も
そ
ろ
そ
ろ
１
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

１
０
０
号
記
念
を
機
に
企
画
し
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

必
ず
そ
れ
を
実
現
す
る
と
お
約
束
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
も
伺
っ
て
、
よ
り
よ

い
も
の
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�（
亀
）

﹃�

遠
藤
周
作
の
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
　
遠
藤

周
作
探
求
―
Ⅲ
﹄

�

山
根
道
公�

著

�

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局　

２
月
刊
行

�

定
価
３
，８
０
０
円
＋
税

※�

本
ク
ラ
ブ
の
編
集
顧
問
で
あ
り
、
遠
藤
周

作
学
会
の
会
長
で
も
あ
る
著
者
に
よ
る
、

最
新
の
論
考
集
。
遠
藤
没
後
の
27
年
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
発
表
さ
れ
た
講
演
録

な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
た
。全
３
４
５
ペ
ー
ジ
。

﹃�

遠
藤
周
作
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ヤ
ッ

ク
―
誘
惑
と
母
性
﹄

�

福
田
耕
介�

著

発
行
／
上
智
大
学
出
版　

発
売
／
ぎ
ょ

う
せ
い　

定
価
１
，７
０
０
円
＋
税

▽�

目
次
か
ら
抜
粋　

カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
の
問

題
、
肉
欲
、
母
性
／
遠
藤
周
作
と
堀
辰
雄

／
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
を
読
む
遠
藤
周
作
／
遠

藤
周
作
の
小
説
世
界
に
お
け
る
「
テ
レ
ー

ズ
の
影
」

◆
２
０
２
４
周
作
忌
に
つ
い
て

今
年
は
５
年
ぶ
り
に
立
食
形
式
で
の
「
周

作
忌
」
が
、
９
月
28
日
（
土
）
に
慶
應
義
塾

大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
す
。
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
✤
本
報
１
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
︒

◆
遠
藤
周
作
学
会
　
第
18
回
全
国
大
会

日
時　

９
月
21
日
（
土
）　

13
時
か
ら

会
場　

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
（
共
催
）

形
式　

対
面
の
み　

聴
講
無
料　

内�

容　

研
究
発
表
３
本
、
お
よ
び
１
９
５
０

～
５
５
年
頃
の
遠
藤
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
へ
と
出
発
し
た

横
浜
が
会
場
で
す
。
一
般
の
方
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
「
遠
藤
周
作
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
遠
藤
周
作
の
本
︵
河
出
書
房
新
社
︶

﹃
沈
黙
の
声
　
遠
藤
周
作
初
期
エ
ッ
セ
イ
﹄

�

８
月
22
日
刊
行　

定
価
２
，４
２
０
円

※�『
沈
黙
』
の
原
点
と
も
言
え
る
貴
重
な

表
題
作
他
、
創
作
体
験
と
作
中
人
物
、

文
学
と
聖
書
に
触
れ
た
講
演
録
も
収
録
。

﹃
ア
ラ
ベ
ス
ケ
　
遠
藤
周
作
初
期
エ
ッ
セ
イ
﹄

�

９
月
25
日
刊
行
予
定　

予
価
２
，４
２
０
円

※�

若
き
日
の
私
製
本
「
ア
ラ
ベ
ス
ケ
」
や
、

留
学
時
の
家
族
、
神
父
宛
て
の
書
簡

（
未
発
表
）
な
ど
を
収
録
。

◆
遠
藤
周
作
の
関
連
本
︵
河
出
書
房
新
社
︶

﹃
遠
藤
周
作
と
劇
団
樹
座
の
三
十
年
﹄

�

宮
辺�

尚�

著

�

７
月
25
日
刊
行　

定
価
２
，４
２
０
円

※�
本
報
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
好
評
連
載

の
エ
ッ
セ
イ
が
本
に
な
り
ま
し
た
。

﹃�

遠
藤
周
作
　
お
ど
け
と
哀
し
み
―
わ
が

師
・
狐
狸
庵
先
生
と
の
三
十
年
﹄

�

加
藤
宗
哉�

著

�

９
月
刊
行
予
定　

予
価
２
，３
１
０
円

※�

25
年
前
の
本
が
、
新
し
い
章
を
加
え
て

再
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

﹃�

遠
藤
周
作
　
道
化
の
泪
―
名
も
な
き
人

の
声
を
聴
く
﹄

�

今
井
真
理�

著

�

11
月
20
日
刊
行
予
定　

予
価
３
，０
８
０
円

※�

独
自
の
視
点
〈
遠
藤
文
学
と
名
も
な
き

人
々
〉
を
テ
ー
マ
と
し
た
著
者
２
冊
目

の
遠
藤
論
で
す
。

お
問
合
せ
は
河
出
書
房
新
社
・
太
田
ま
で
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
は
送
料
無
料
で
発
送
。
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✤「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら

れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」「
周
作

忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品
の
足
跡

を
訪
ね
る「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、
そ
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、ハ
ガ
キ

0

0

0

か
Ｅ
メ
ー

0

0

0

ル0

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
資

料
と
会
費
用
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
５
ペ
ー
ジ
の
玉
置
晶
子
氏
の
「
遠
藤

先
生
と
の
出
会
い
／
連
載
②
」
の
な
か
に
重

大
な
編
集
上
の
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
２
段

目
、
著
者
が
通
う
大
学
で
行
な
わ
れ
て
い
た

「
遠
藤
ゼ
ミ
」
に
関
す
る
記
述
中
、「
三
島
事

件
の
報
道
が
な
さ
れ
た
翌
日

0

0

に
先
生
は
教
室

に
姿
を
現
さ
れ
た
」
の
傍
点
の
個
所
は
、
原

稿
で
は
「
当
日
」
と
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
編
集
部
の
不
注
意
で
誤
記
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
著
者
の
玉
置
氏
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

お
知
ら
せ


